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瞳車事ヨ蕗最悪者区霊長璽駐留喜一時五害調

可
一
一
守
滋
れ
て
水
演
し
h

こ
れ
は
も
う
総
代
で
は
そ
の
議
後
汐
鴻
し
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

em稼
ど
で
一
流
い
も
の

官
官
し
て
も
、
を
と
流
廷
ヤ
れ
ば
、
水
は
ぢ
れ
い
C
な
る
と
い
う
だ
と
品
え
一
で
し
ペ
舎
忌
で
は
、
ト
イ
レ
、
役
所
、
一
泊
濯

な
ど
す
べ
て
h
L
わ
絞
り
牛
送
機
設
汐
獲
わ
り
、
4
人
4
・
8
笈
0
0リ
ッ
ト
ル
官
官
鐙
え
る
汚
れ
た
水
後
続
出
。
こ
の
よ
う
な
8

撚
浄
総
務
カ
を
怒
え
る
大
援
の
汚
淑
ガ
、
自
然
の
サ
イ
ク
ル
後
緩
お
し
だ
の
で
積
。
活
協
関
包
本
一
の
牢
俊
樹
澗
の
活
染
続
出
闘
も

ω
%
ガ
家
脚
臓
か
ら
泊
さ
れ
る
生
活
総
務
総
氾
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
絞
す
。
水
鐙
活
滋
時
間
比
と
い
う
大
き
な
役
級
事
町
田
南
た
し
、

業
猪
熊
楠
概
の
波
議
議
開
幽
る
の
が
下
水
選
。
箔
年
、
下
水
滋
の
燈
え
一
る
区
滋
が
広
が
っ
て
い
ま
す
.
し
か
し
ぜ
っ
か
〈
下
水
遊

ガ
慈
織
さ
れ
て
も
、
機
畿
の
み
な
怒
ん
が
使
っ
て
く
れ
な
け
れ
ば
捻
祭
は
あ
り
荻
ぜ
ん
。
一
ト
水
議
が
使
百
え
る
叡
閥
横
で
、
撲
だ

制
刊
臨
閉
し
て
い
怨
い
家
庭
は
守

g
も
零
く
T
4
欝
を
荒
涼
枚
、
利
隠
し
て
く
だ
さ
る
ぶ
う
お
瀕
い
し
窓
枠
V
Q

首
下
水
道
標
普

下水道総議分IB図

pf 
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ー
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2
1
1

環
擁
庁
掛
士
輪
車
嘩
4
4

輩
葦
酔
ず
噴
臨
耳
目

長
官
事
事
訓
ヨ
司
藍
語
、
朝
野
匹
目

「
車
い
韓
議
院
事
醐
臓
器
棚
傭
醐
購
骨
佳
品

大
井
曹
長
と
総
臨
抑
制
議
長
が
、
時
部
隊
利
均
年
ま
で
に
岨
年
代
約
串
的
水
際
銭
円
席
上
、
期
構
内
長
官
同
か
ら
、
手

口
月
の
新
内
総
発
足
以
仲
い
環
境
庁
後
押
買
を
開
口
翁
そ
ヲ

i
l多
λ
旦
詮
議
に
怒
ま
蕊
沼
の
水
怒
汚
濁
じ
つ
い
て
詰
十
分
認

渡
に
就
H

注
し
た
滋
内
官
官
官
闘
を
訪
ね
、
ダ
ま
な
怯
施
策
を
時
甘
い
、
ニ
れ
ま
で
に
も
識
し
て
い
る
。
今
後
も
線
設
省
と
十
分

5
刃
加
問
、
市
長
有
議
長
途
名
的
予
賀
争
相
問
機
流
拍
柏
市
町
村
と
逮
携
を
鈴
り
あ
協
輪
闘
し
な
が
ら
持
化
対
策
を
機
巡
し
て

抽
出
町
本
掛
料
開
化
に
隠
す
る
婆
望
舎
を
チ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
問
問
係
機
関
へ
の
い
く
め
で
、
地
泳
中
巾
際
村
も
協
力
し
て

液
し
ま
し
た
。
隊
機
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
的
染
疲
の
ほ
し
い
留
め
発
言
が
あ
り
ま
し
た
@
ま

李
朝
間
沼
は
会
く
か
ら
地
滅
住
民
に
税
甘
酒
場
と
な
る
c
o
p
は
、
総
和
山
内
年
度
た
、
媛
代
環
境
庁
祭
官
が
乎
駕
浴
を
視

し
ま
れ
、
集
車
交
告
を
ら
く
か
か
の
m
p
p
m
を
縫
絡
に
日
年
療
は
U
P

察
し
て
い
る
こ
し
た
数
れ
、
震
後
宮

わ
っ
で
き
た
殴
鍾
な
自
然
凝
塊
急
激
p
m
に
純
一
世
。
は
で
き
る
だ
け
早
い
時
織
に
手
控
議
場

に
拡
大
し
た
関
阿
波
市
街
地
か
ら
叫
肺
水
害

A
T由
閣
の
閣
官
縫
機
片
山
、
抜
本
的
静
化
事
被
察
し
た
い
と
的
意
向
を
蹴
判
明
し
ま
し

れ
る
町
内
札
な
ど
に
よ
っ
て
、
夜
骨
快
挙
耕
民
業
主
い
わ
れ
る
手
続
浴
流
地
下
ホ
滋
盤
中
た

a

制
聞
は
、
夏
、
ア
オ
コ
が
死
ん
で
擦
り
強
業
.
北
千
議
導
水
事
情
端
的
卒
期
完
成
、
京
と
し
て
も
、
こ
れ
を
機
会
に
寄
ら

間
以
な
線
発
を
絞
っ
、
念
日
間
一
で
殺
も
汚
れ
本
終
的
な
へ
い
P

口
一
控
漆
事
品
綿
密
品
酔
え
た
に
水
紫
品
開
化
対
策
が
綾
滋
普
れ
る
よ
う

た
縄
問
問
と
な
っ
て
い
ま
す
。
も
め
で
す
e

よ
9
一
臓
の
努
カ
券
品
開
け
て
ま
い
つ
ま
す
。

民
篭
匙
髭
・
5
/
o
f主
義
四
民
主
O
/
O

A

勾
詰

f
ヰ
8
0
/
l
b
杭
費
盟
主
5
0
/

開
明
和
白
調
布
咋
4
何
丹
、
手
究
明
市
流
域
下
水
設
で
は
、
治
闘
2
・
3
ず
閥
、
並
木
5

道
的
哨
職
戦
間
開
始
に
凶
作
な
い
白
山
、
婚
、

E
3
7
γ
民
、
議
後
孫
子
、
布
役
・
小
学
校

練
内
…
綴
地
域
で
波
培
関
迷
公
共
下
水
間
同
辺
、
一
六
五
台

3
T闘
闘
と
裁
の
一
緩
め

叫
協
の
供
出
摘
が
始
ま
り
ま
し
た
“
以
後
、
壊
域
で
下
水
滋
が
使
、
え
る
よ
う
に
な
り

綴
織
は
議
々
と
波
み
、
下
水
遊
的
鍛
え
ま
し
た
。

る
地
域
門
下
草
滋
処
四
極
分
区
間
出
品
世
田
開
〕
供
燃
を
開
始
し
た
柏
崎
ぽ
戸
内
ち
は
、
後

は
ん
時
年
品
唱
え
て
い
ま
す
。
人
口
か
ら
料
品
級
、
浴
察
、
お
一
時
な
ど
め
締
本
を
公
絞

た
信
念
一
体
的
下
水
滋
普
及
率
は
約
諾
・
ま
す
に
流
し
叶
悼
む
た
め
の
γ
一
本
を
す
れ

ら
%
〈
級
制
邸
年
4
四
月
2
自
国
哨
従
可
後
ば
下
水
滋
が
徳
間
捕
で
急
ま
す
。
下
水
議

的
措
班
淘
は
、
水
泳
犯
に
よ
る
生
活
世
相
滅

的
滋
養
だ
け
で
な
に
な
り
よ
り
も
ま

ず
、
家
出
癌
雑
排
水
や
工
場
排
水
に
よ
る

苧
町
民
沼
の
木
材
出
汚
濁
の
防
止
と
い
う
大

事
な
役
刻
争
犠
た
し
ま
す

E

し
か
し
、
下
本
一
滋
ぬ
誌
も
科
附
刑
者
向

協
力
が
あ
っ
て
は
と
め
て
効
呆
が
あ
ら

わ
れ
る
も
の
。
い
ぐ
ら
下
水
滋
管
が
や
叩

担
瓶
事
れ
で
も
地
域
的
み
な
さ
ん
が
使
用

し
な
い
こ
と
に
は
、
下
水
道
本
来
的
効

認内覇麗培農窟{きEfyろ2λE!l必要議醜聖子謹し、苧麓沼部開混在liil謂哲愚大井語症と蛇島Z監蟻畏

削
指
は
発
佃
停
で
き
ま
せ
ん
。
水
淡
ル
山
車
が

削
%
で
は
、
本
来
的
効
果
は
m
w
%
。
1

0
0
%
雄
官
且
し
て
は
と
め
て
1
0
0
%

の
効
果
が
あ
が
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

下
水
道
級
殺
が
整
翁
宰
れ
て
い
る
区

域
内
総
和
同
年
4
R
Z
日
現
寂
管
内
水

洗
化
事
は
部
%
。
下
ホ
一
滋
骨
骨
及
状
況
H

上
畿
uu
か
ら
水
泳
化
率
を
岡
地
る
と
臼
地
道

4
H
依
然
i
(
臼
%
〉
、
熊
S
(
日M
W
M
〉
が
低

い
鐘
を
品
惜
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
綴
繍
附

さ
れ
て
間
同
も
な
い
た
め
で
令
。
こ
れ
に

対
し
、
供
同
府
開
始
し
て
3
1
7
年
が
経

過
す
る
め
に
水
洗
ル
ぬ
が
な
か
な
か
滋
ま

な
い
の
が
第
宮
、
第
3
、
総
m
w
分
伎
で

す
a

こ
れ
で
は
‘
せ
っ
か
く
的
総
訟
も

宝
の
持
ち
寸
さ
れ
で
ナ
悶
供
沼
開
始
ぼ

域
内
方
は
可
淵
崎
川
却
な
く
犠
内
側
(
く
み
取

り
揃
民
所
に
つ
い
て
詰
3
年
以
内
い
い
水
洗

復
活
に
改
議
)
す
る
よ
う
下
方
滋
談
で

裁
判
明
付
け
ら
れ
て
い
ま
?α

際
諮
問
年
波
い
い
+
暗
殺
し
と
下
水
道
管

の
祭
警
と
裂
し
た
演
緩
か
ら
、
z
m鳴

り
の
資
泌
を
剣
り
崩
す
と
お
お
よ
そ
9

万
内
た
く
さ
ん
の
お
金
合
後
や
し
、

下
水
滋
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
勾
下
水
遊

が
登
備
さ
れ
で
も
、
地
域
内
み
な
嘗
ん

が
俊
怒
し
な
く
て
は
、
本
中
川
沼
北
役
立
つ

も
の
と
は
な
り
ま
サ
ん

D

供
問
問
問
削
蛤
研
一

域
の
み
な
き
ん
は
、

I
B
も
一
早
く
健
闘
増

怒
れ
る
よ
、
ヲ
お
酬
明
い
し
ま
て

水
洗
龍
の
た
め

の
縄
付
制

市
で
辻
、
鐙
己
資
余
の
み
で
は
工
事

が
で
き
な
い
と
い
う
方
の
た
め
に
、
水

洗
化
工
事
焚
を
然
初
予
で
お
焚
し
し
て

い
ま
す
め
で
、
ぜ
H
V

ご
創
刊
瑚
〈
だ
き
い
。

ニ
め
貸
付
的
中
議
辻
、
工
事
総
が
下
…

京
滋
広
務
申
法
令
一
与
す
る
世
聞
に
、
…
絡
に
一

申
し
込
九
日
よ
3
に
な
っ
て
い
ま
す
e

一

段
付
金
制
酬
は
次
的
滋
り
で
令
。
…

つ
〈
み
取
り
揃
税
引
附
か
ら
の
明
り
欝
え
一

-

m

万

m

門

ま

で

一

O
静
化
織
か
ら
の
切
り
終
え
:
日
万
…

m

門

ま

で

一

号

一

返
済
2
5
0
0
0
問
で
す
c

一

工
監
指
定
工
震
で
一

言
需
要
主
雲
我
孫
主
一

機
定
下
本
滋
工
事
庖
(
料
制
定
工
事
庖
〉
…

H
投
融
調
日
"
で
行
っ
て
い
ま
す
合
品
梢
定
工
一

書
は
お
立
な
抜
本
設
備
工
手
立
一

れ
る
主
る
が
重
し
た
と
こ
ろ
で
丈
一
対 主十反

欝
麓
噛
舞
鶴
盤

は
錦
繍
肉
に

絶用

公
共
下
水
遊
の
袖
暗
殺
に
は
多
額
的
被
一

翠

必

渠

で

て

ニ

肉

筆

授

は

包

…

使

端
情
的
機
動
金
、
前
市
州
慨
も
そ
し
て
供
用
地

ま
み
な
さ
ん
に
話
し
て
い
た
町
〈
掩

受
裁
者
負
綴
念
な
ど
で
賄
わ
れ
て
い
ま

党

童

書

室

は

食

事

前

械

で

本

す
。
帥
帆
線
対
象
区
域
的
み
な
さ
ん
め
」

協

力

を

お

許

し

ま

す

。

未

受
益
者
負
飽
食
肉
惑
は
、
十
一
蹴
I
M

に
つ
券
4
0
0
向
。
年
4
間
同
納
品
目
で
3

年
間
同
で
納
め
て
い
た
ご
き
ま
す
。
出
納
燃

は
次
的
と
お
り
で
す
。

ぶ
刑
1
叩
期

6
例月間凶
8
4
3米同悶

属
擁
ゑ
制
刷

9
月日間門
n
i
求
臼

篇世田
3
棚
糊
口
同
月
出
自

i
米
H
U

M

議
4
削
剖

Z
R
国

B
i車
問
的
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同
時
蒋
切
年
緩
予
算
ガ
、
ど
の
よ
う
に
議
総
さ
れ
た
の
か
、
お
間
期
ら
甘
ぜ
る
と

と
も
は
ど
獲
篤
い
材
料
だ
く
だ
め
、
縦
波
闘
争
融
問
官
官
公
蝶
慨
し
ま
す
。
品
吋

J

包
日
陣
、
開
閉
蛸
制

限
緩
昨
挫
の
決
議
録
込
み
で
す
。
出
藍
定
し
だ
決
算
の
公
綬
叫
跡
、

MH8棋
院
行
う
予

f
E
Z

術
的
会
計
約
中
心
を
な
す
も
の
で

定
で
す
命

H

問問油眠開榔
h
H

-
}
・
5

行
政
運
営
的
絵
本
的
な
総
焚
を
旧
制
緩
し

時
キ
4
だいド
1
7
5慾
3
5
0
0
万
薄
弱
毅
滋
所
市
民
生
総
例
制
「
お
ら
寺
側
闘
い
縫
て
計
上
し
た
会
設
で
す
a

歳
出
鋭
、
滋

門
的
後
撲
で
ス
タ
I
}し
た
酬
明
税
関
年
総
務
業
に
Z
機
1
7
0
0
万
m
円
、
我
級
会
後
、
総
務
媛
、
民
生
索
、
級
生
費
、

度
予
算
は
.
年
度
途
中
い
刊
行
政
需
裂
や
子
演
前
北
総
令
市
改
一
波
務
総
に
ロ
僚
0
0
4
土
木
授
、
数
宵
費
、
公
然
資
等
に
奴
分

前
政
状
況
の
葬
品
ぬ
か
ら
3
回
酬
の
制
剤
一
止
子
。
。
…
b
m
門
を
は
い
じ
め
、
排
水
対
策
事
業
、
怒
れ
て
い
ま
す
怨
な
お
、
す
べ
て
の
会

裁
を
柑
阻
み
、
教
終
予
算
、
と
し
て
1
8
5

都
中
市
計
測
滋
路
改
良
事
品
科
公
開
国
務
鵬
刑
制
削
に
お
け
る
会
計
受
液
は
、
単
年
皮
議

出埠
2
9
6
0
万
問
、
幾
何
判
予
算
と
給
料
戦
車
談
、
宿
由
民
体
育
総
続
出
席
崎
明
・
テ
ニ
ス
義
〈
4
n
1
日
か
ら
澄
年
3
同月山川町ロま

す
る
と
5
・
7
%、
9
億
9
4
6
0
万

3
l
t
p夜
間
機
関
明
施
設
線
機
事
業
な
ど
で
)
を
同
時
期
と
し
て
い
ま
す
。

仰

の

増

と

な

り

ま

し

た

@

を

憲

政

地

し

ま

し

べ

服

部

度

事

銭

円

中

で

、

策

衿

務

総

餐

こ
の
最
終
d
T
終
に
対
し
て
執
行
状
況
ま
た
、
時
制
門
別
年
度
め
乏
か
年
滋
綬
滋
証
明
市
民
生
泌
総
「
あ
ら
さ
出
闘
い
の
建
設

を
み
る
と
、
奴
入
総
帽
酬
は
約
1
8
8
俄
事
業
で
あ
る
狭
孫
子
絞
お
臼
自
転
車
数
資
は
閥
抗
ゑ
演
か
ら
、
総
様
子
訳
品
開
花
初

出
円
‘
総
支
出
額
は
約
1
7
8
慾
m
門
と
な
車
場
慾
縞
事
裁
と
絞
孫
子
駅
徽
口
総
本
州
附
持
抽
選
事
業
、
緋
水
対
策
事
数
得
は
十
ふ

る
悶
昂
込
み
で
す
〈
ん
年
表
参
開
閉
吋
幹
線
布
設
事
裁
に
着
手
し
ま
し
た
ぷ
数
本
質
か
ら
中
丸
山
向
1

開
問
頼
関
年
伎
の
志
47J事
業
は
、
総
帥
押
値
は
4
月
中
本
百
四
制
作
忙
の
も
の
で
す
)

滞
に
党
て
て
い
ま
す
n

開
帆
益
的
戦
中
丸
は

水
前
売
買
に
殺
す
る
経
費
、
資
本
的
絞

支
は
、
協
側
札
師
・
設
憾
の
鞠
暗
殺
や
総
同
村
修

+
市
が
脇
村
山
括
的
事
裁
を
打
、
ヲ
場
合
、
特
雨
明
い
い
絡
す
る
絞
殺
て
す

2

総
盤
瓶
入
を
も
っ
て
終
定
的
救
出
叫
に
当
て
、

4
本
道
官
帯
端
冊
余
計
決
繁
見
込
み

一
般
会
訟
と
区
分
し
て
緩
還
す
る
い
知
閣
官

が
あ
る
も
の
で
す
府

特
別
会
計
的
設
裁
に
つ
い
イ
は
‘
淡

A

駒
市
川
い
総
務
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
を
徐

祭
、
象
例
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ワ
ま
せ

ん
D

市
が
帆
付
ん
疋

gM射
の
た
め
に
財
掛
械
を
紙

特
し
、
食
品
説
者
総
み
立
て
ま
た
は
定
数

地
方
法
と
は
、
市
が
公
共
ぬ
綾
な
ど
の
被
備
を
一
行
つ
燃
に
、
県
の
一
的
資
合
否
骨
組
閣
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ

許
可
を
得
て
数
年
度
に
わ
た
っ
て
防
波
災
担
を
分
約
し
緩
費
を
ふ
丸
山
山
一
る
資
涯
の
こ
と
で
す
。
基
余
的
問
問
絞
に

す
る
も
の
で
す
。
ま
た
債
務
員
削
同
行
為
は
、
泌
が
2
年
以
上
に
わ
た
一
つ
い
て
は
、
糸
出
向
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な

り
拙
刑
務
(
絞
り
入
れ
金
)
金
魚
加
盟
し
、
絞
殺
的
支
出
在
校
う
も
の
で
す
。
一
り
ま
せ
ん
匂

ヨ
l
l
i
l上
品
一
市
で
設
絞
し
て
い
る
会
な
総
金
は
、

j

本
け
れ
H
H村
山
H

州{易
dvg-

Uい
掛
陸
相
主
軍
艦
紘
一
誌
と
お
り
ぜ
て

ー
i
i
l
i
i
L

一

V
対
紋
素
材
盤
恭
一
念

H
U市鳴ら
0
0
万
円

い
十
出
陣
戸
十
!
ム
出
年
度
一
V
社
会
議
枇
施
設
務
総
級
金
5
7
2
o

i
l
i
-
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一
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G
方
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開

国

間

U

G

{

V

Z

板
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級
品
世
建
設
季
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1
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僚
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ι
u
r
z
z
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u
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閲
存
度
】

S
I
l
l
i
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ω
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0
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万
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市
川
川
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川
U
4

目

V
臨
時
的
基
金
H
3
1
0
0
一nm門

A

《
舗
z
d
p
克

匹

側

同

!
ー
田
島
得
度
叩
V
閣
僚
幣
肋
叫
潟
時
並
骨
骨
余
裕
n
I
臨時
1
0
0

ow肉
V
庁
品
最
終
基
金
銭
詩
4
時期待

構 下

構襲費韓議議

J~脚

公
営
企
裁
会
計
と
も
呼
ば
れ
、
+
巾
が

企
業
と
L
て
日
脱
営
す
る
事
業
で
、
位
向
陀

に
サ
ー
ビ
ス
緩
供
を
行
、
ヮ
綴
約
で
設
問
鳳

き
れ
た
も
の
で
す
α

佼
益
者
魚
絞
め
療
制
別
に
裁
ヴ
ー
器
、
本

送
料
金
持
を
徴
収
し
、
そ
の
級
品
高
的
対

地方後現議請撃とf責務負U!行為未払幾議

勉1$筑波夜袋{元金}

口f実務負担行為来弘幾若返{元命科会}

を
?
4僚
e
b
炉
開
丹

4
7
5徳
符

1
6
2奮
個
目

1
5
8袋
容
手
芳
清

150 

師会

〔
崎
県
再
)

50 

城
下
叫
樹
新
品
ず
哨
臓
の
通
路
中
品
川
ス
ロ

ー
プ
郎
分
場
、
自
転
車
や
パ
イ
ク
に

最
っ
と
ま
ま
漁
る
人
が
多
〈
見
ら
れ

ま
す
。
転
劇
附
め
危
険
性
が
磁
く
、
大

ケ
ガ
じ
も
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
、

静
行
名
に
と
っ
て
も
大
変
隊
輸
で
す
α

良
転
車
や
パ
イ
ク
は
脇
陣
り
て
、
押
し

な
が
ら
治
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

D

ま
た
、
附
め
B
に
我
孫
子
奴
北
口

近
く
に
あ
る
箇
服
地
下
事
選
問
中
に
、

務
総
車
や
パ
イ
ク
が
多
数
機
か
れ
る

よ
う
ぶ
な
っ
て
き
ま
し
た
。
退
時
聞
が

的
問
く
な
り
、
横
行
嵐
官
町
妨
げ
と
な
り

ま
す
の
で
、
決
め
ら
れ
た
滋
街
に
爾

く
よ
う
お
額
い
し
ま
す
。

金
市
様
鱒
一
一
回
櫛
田
ゆ
か
り
サ
思
ツ
ト

関

関

選

野

務

、

創

刊

線

物

、

我

務

手

術

、

投

溺

谷

区

銀
で
援
護
1

一議終
t
警
怖
い
将
、

mTJ
泉
市
が
参
加

災
俗
学
的
父
明
柳
田
開
蹴
国
均
に
命
か
か
れ
ま
し
た
る

り
の
深
い
ふ
煎
附
同
九
つ
め
ゆ
巾
純
然
が
一
今
田
出
は
、
各
地
か
ら
泌
氏
が
数
多
く

J
S
いい築

2

て
、
，
櫛
回
線
努
と
わ
が
集
い
、
約
2
5
0
人
が
春
初
し
て
、
行

前
ι

を
五
時
り
合
、
ヲ
、
第
三
朗
抑
留
務
総
と
市
日
以
が
…
体
と
な
っ
た
サ
ミ
y
ト

男
ゆ
か
り
け
ミ
ソ
ト
が
、
5
H
月
日
出
・
と
な
り
、
財
ゆ
み
を
ま
し
ま
し
た
。

判
的
自
の
跨
日
、
淡
野
県
絞
闘
市
ぞ
線
全
体
交
流
会
で
は
、
名
凶
閣
の
代
表
が

一
榔
留
と
わ
が
街
L

を
開
閥
校

設
か
に
銭
安
し
、
ベ
制
蹴
脱
会
設

で
は
‘
ぷ
同
ヴ
く
り
を
議
る

l
!文
化
的
出
向
点
か
ら
一
を

テ
!
?
に
、
い
か
に
日
間
囲
内
子

主
街
一
ヴ
く
り
に
生
か
寸
か
が

話
し
合
わ
れ
ま
し
記

g

来
年
は
、
柳
閤
生
誌
の
線
、

兵
車
議
総
崎
町
叫
で
向
捌
か
れ
、

代
孫
子
市
で
は
、
町
四
年
内
予

定
で
か
J

燃
が
地
時
h

判
中
で
十
九

32 

台美子の鈴本さん

境内清祷30J事
北星持社が感露状

6
月
訂
目
、
品
問
題
に
あ
る
花
田
卓
祢
校

で
、
ぬ
叩
何
年
に
わ
た
る
機
内
丹
淡
機
準

仕
を
続
け
て
い
ゐ
鈴
木
岡
市
乎
寺
ん
(
部

地
時
・
叫
問
問
復
位
)
に
、
神
社
か
ら
峨
部
品
洲

と
税
務
一
の
お
緩
い
者
込
め
て
、
級
品
問
状

L
C
記
念
品
が
綴
ら
れ
ま
し
た
お

鈴
本
さ
ん
が
、
寸
ど
れ
も
同
開
捻
ゆ
す
る

人
が
い
な
く
な
っ
た
か
ら
い
と
い
う
議

出
で
、
波
山
内
清
門
聞
を
対
的
た
の
が
開
削
和

問
山
年
滋
包
以
来
、
簡
の
お
以
外
は
、
毎

日
後
内
成
品
仰
を
就
け
て
い
ま
子
。

ま
た
も
か
ご
殺
人
だ
っ
た
険
金
生
か

し
、
品
U

ぼ
う
き
を
作
っ
て
は
神
社
に
瀞

埼
お
カ
げ
で
セ
神
仏
札
寸
は
竹
ほ
う
き

を
渡
っ
た
こ
と
が
な
い
と
い
う

は
ど
略
的
か
っ
て
い
る
そ
ラ
で
寸
。

ニ
昨
日
誌
、
感
叩
謝
状
贈
呈
め

あ
と
、
鈴
木
き
ん
の
白
寿
内
お



第735きま

お〈哲吉

5
R却
日
、
引
品
目
と
鴻
日
に
わ
た
り

総
出
門
で
交
減
問
問
℃
本
数
が
発
史
し
ま
L

た
。
ー
件
は
、
問
問
発
日
戸
的
間
関
滋
3
5
6

母
線
引
¥
畿
通
貨
物
ト
予
y
ク
が
辞
遂

に
の
り
あ
げ
向
日
紙
離
に
晶
黙
っ
て
い
た
食

後
に
衝
焚
し
た
も
の
。
も
つ
1
件
は
、

問嗣滋
6
号
線
で
自
動
一
…
綿
織
が
大
型
ト

レ
i
一ラ
i
に
追
突
し
て
務
卓
也
が
死
亡
し

た
事
故
で
す
.

今
年
に
な
っ
て
交
滋
死
亡
市
併
殺
に
よ

り
3
お
の
尊
い
命
令
失
っ
て
い
ま
す
@

昨
年
の
照
時
織
と
比
べ
て
も
1
名
多
い

懇
い
博
鯵
と
を
っ
て
い
ま
す
鎗

こ
的
主
ヲ
一
世
交
滋
即
日
C
事
故
位
、
漆

転
者
や
串
y
b
口
容
令

rの
ち
ょ
っ
と
し
た

気
の
ゆ
る
み
や
ス
ピ
i
ド
の
織
し
泌
ぎ

に
よ
る
も
の
が
多
い
の
で
す
。
亙
し
い

念
滋
ル
ー
ん
と
?
ナ
i
幸
げ
す
ご
に
悲
惨

な
交
透
務
放
か
ら
身
を
守
る
た
め
止
の

こ
と
に
絞
殺
し
ま
し
ょ
も

1

0
ス
ピ
ー
ド
は
制
制
問
問
液

い
絞
を
オ
ー
バ
ー
し
な
い
臨

時

0
・

7
7は
ス
VMogee
宇

殺
を
お
と
す
。

時
々
党
務
点
は
由
同
分
的
削
闘

が
で
安
全
b
e
議
総
し
て
滋

輸
行
す
る
@

る
〈
〉
然
糊
明
な
淡
い
越
し
は

は

し

な

い
α

同げつ
y
Iト
ベ
ル
ト
、
へ

いM

ル
メ
ッ
ト
の
ぶ
し
い
務

側

壁

還

を

つ

け

る

e

F

O
飲
酒
濠
較
は
線
対
L

M

な
し

叶
山
。
渦
潮
労
迷
転
や
体
澗
酬
の

和
惑
い
と
き
の
滋
転
は
し

綾
な
い
。

16mmフィルムの後獲を

ボランティアで手ffiう

金 古利男さん
(ヌ:E台)

う
っ
と
う
し
い
務
一
間
的
事
館
を
浮
え

ま
し
た
。
例
年
こ
の
時
綴
は
、
ス
リ
ッ

プ
や
前
方
不
枠
組
殺
な
ど
に
よ
る
変
緩
事

故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
次
の
こ
と
に

絞
殺
し
ま
し
ょ
う
。

ドライバー
キ
急
ハ
ン
ド
ル
、
念
プ
レ

i
々
な
ど
の

選
較
は
や
め
ま
し
ょ
、
三

A

甲
ス
ピ
ー
ド
は
校
止
め
に
、
車
問
問
臥
副
総

は
い
つ
も
の
2
抽
出
と
り
ま
し
ょ
、
ぇ

A

帯
フ
円
M
Y
}
ガ
ラ
ス
な
Y
一
的
汚
れ
や
く

も
り
は
こ
ま
め
に
取
り
時
聞
き
、
安
全
な

欄
開
制
?
を
同
体
ち
ま
し
ょ
均
三

晶
事
行
緩
や
設
転
車
な
ど
の
淡
く
を
逸

機
す
る
と
き
は
、
小
宮
余
な
間
隔
を
と
る

な
ど
親
心
的
詮
殺
を
し
ま
し
ょ
っ
。

三
車
に
約
も
し
な
い
で
い
る
よ
り
は
、

外
に
似
た
は
ゆ
フ
が
気
持
ち
に
陣
取
り
が

で
き
ま
す

E

崩
げ
て
い
た
だ
い
て
い

よ
う
な
も
の
で
す
」
と
話
す
。

暁
財
閥
従
事
か
ら
か
、
問
柏
町
制
側
部
隔
世

8
醐
カ
メ
ラ
を
始
的
、
蹴
料
品
納
や
略
行

的
問
時
録
を
綴
q

て
総
議
し
た
も
の
が
‘

mw
卒
以
上
吋
官
ヂ
オ
に
な
っ
て
か
ら

も
告
し
ず
つ
撮
っ
て
い
る
が
、
設
返

で
は
新
し
い
緩
味
骨
鈴
め
た
。

「
公
閣
で
ゲ
l
fボ
ー
ん
を
選
令
。
開
時

3
級
の
嚇
材
料
交
絡
も
取
っ
て
、
大
会

に
も
お
て
る
ん
で
?
よ
」
と
棄
し
そ

、qJ
に
話
し
て
く
れ
た
α

昨
年
‘

m
判
明
パ
イ
ク
的
免
除
を
取

得
拘
畿
を
過
ぎ
て
い
る
の
で
家
族

M
M
心
部
出
し
て
い
る
が
、
元
気
に
飛
日

ま
わ
っ
て
い
る
。

車章義自
キ
傘
を
き
し
て
の
滋
炉
転
ば
胡
棋
界
が
妨
げ

ら
れ
末
液
晶
格
後
で
す
。
で
き
抗
ば
総
務

告
漏
刷
用
し
ま
し
ょ
う
ロ

キ
免
滋
し
の
怒
い
跡
捜
部
刑
で
は
必
ず
体
止

し
、
奈
知
的
絞
殺
を
穣
か
め
て
か
ら
滋

み
ま
し
ょ
‘
ヲ
。

争
b
y
世
帯
れ
時
は
、
悶
平
め
に
ラ
イ
ト
を
つ

け
る
ほ
か
、
向
同
級
事
や
衣
服
に
液
晶
ん
絞

品
J

棋
申
告
水
の

!

夏

の

水

難

語、

ら

故

前

止

|

こ
れ
か
ら
漫
に
肉
か
い
、
本
い
い
縦
し
さ
フ
。

hu
機
会
が
多
〈
な
り
ま
す
e

腕
刊
に
註
意
内
則
的
制
り
や
水
道
び
に
は
ふ
〈
人
が
附
間
判
す

し
た
い
の
が
子
供
の
点
的
事
故
で
す
。
る
よ
う
に
し
、
柏
村
ぷ
幼
児
が
い
る
場
骨

警
察
で
は
、

6mか
ら
8
汚
ま
で
の
は
、
つ
ね
じ
際
安
雌
輔
さ
な
い
よ
う
に
し

3
か
月
間
安
「
笈
糊
却
水
臨
時
事
紋
制
抑
止
対
ま
し
ょ
う
の

策
u
月
附
削
る
と
申
立
め
、
パ
ト
口
3
2
ル
者
強

A
W
川
や
間
出
水
路
な
ど
が
一
的
で
域
本
し
て

化
す
る
な
ど
事
故
防
ふ
ん
に
努
め
て
い
ま
い
る
と
き
は
、
子
供
た
ち
が
笈
づ
か
な

す
。
み
な
寺
ん
も
子
一
帥
併
を
水
何
事
般
か
い
主
立
阻
殺
し
ま
し
ょ
う
。

ら
守
る
た
め
‘
次
の
こ
と
に
総
怒
し
て
の
品
部
総
な
水
辺
で
滋
ん
せ
い
晶
子
供
を
、
f

く
だ
さ
い
a

闘
川
か
け
た
ら
、
防
を
か
け
安
全
な
議
究

室
町
泣
く
に
義
高
水
路
霊
な
で
遊
ば
せ
ま
し

i

‘、

ど
が
あ
為
と
き
は
、
菅
描
仕
掛
鳴
に
泌
総
し
、

vm問
い
合
わ
せ
残
洞
邦
子
機
脚
常
務
ベ
リ
山

子
供
た
ち
が
治
入
り
で
魯
な
い
よ
う
に
、
世
{
的
恥
)
0
1
1
0

以
お

ふ

た

や
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